
2025年1月23日
評定　：　Ａ＝対象の80%以上が肯定　Ｂ＝対象の70%以上が肯定　Ｃ＝対象の60%以上が肯定　Ｄ＝対象の60%未満が肯定

4 3 2 1 無
教職員 33 67 0 0 0
児童

保護者 27 60 4 0 9
地域住民 77 15 0 0 8
教職員 42 50 8 0 0
児童 53 35 9 3 0
保護者 29 60 9 0 2
地域住民 46 46 0 0 8
教職員 17 66 17 0 0
児童 53 29 11 6 1
保護者 18 53 18 9 2

地域住民

教職員 25 67 8 0 0
児童 56 25 15 1 3
保護者 31 31 31 7 0

地域住民

教職員 13 25 49 13 0
児童 27 25 26 22 0
保護者 13 16 49 20 2
地域住民

教職員 33 57 0 0 0
児童 80 17 3 0 0
保護者 33 59 4 2 2
地域住民 62 38 0 0 0
教職員 58 32 0 0 0
児童 65 29 5 1 0
保護者 49 45 4 0 2
地域住民 77 23 0 0 0
教職員 55 45 0 0 0
児童 89 10 1 0 0
保護者 36 49 9 2 4
地域住民

教職員 45 55 0 0 0
児童 87 10 3 0 0
保護者
地域住民

教職員 64 36 0 0 0
児童

保護者 47 49 0 2 2
地域住民 77 23 0 0 0
教職員 73 18 9 0 0
児童 71 16 13 0 0
保護者 69 29 2 0 0
地域住民

教職員 64 36 0 0 0
児童

保護者 64 34 0 2 0
地域住民

教職員 64 36 0 0 0
児童 52 32 13 3 0
保護者 44 52 2 2 0

地域住民 62 30 0 0 8

教職員 50 42 8 0 0
児童 54 34 11 1 0
保護者 40 40 16 2 2
地域住民

教職員 58 42 0 0 0
児童 68 28 4 0 0
保護者 24 50 24 2 0
地域住民 69 23 8 0 0
教職員 55 45 0 0 0
児童 63 23 6 8 0
保護者 36 40 22 2 0
地域住民

教職員 55 45 0 0 0
児童 75 16 6 3 0
保護者 54 42 0 4 0
地域住民 77 15 0 0 8
教職員 64 36 0 0 0
児童

保護者 34 54 10 2 0

地域住民

教職員 55 44 1 0 0
児童

保護者 51 42 7 0 0
地域住民

教職員 73 27 0 0 0
児童

保護者 60 40 0 0 0
地域住民 85 15 0 0 0
教職員 67 33 0 0 0
児童 84 15 1 0 0
保護者 52 42 4 0 2
地域住民 46 54 0 0 0

施設設備
校舎内外の美化が充実してい
る。

A

・夏の環境整備では、多くの方が参加してくださりありがたい。
・児童は、毎日黙々と一生懸命掃除をしている
・教室の照明が少しずつでLEDになっている。
・天井の修理ができた。

保護者・
地域との
連携

保護者や地域の人々とのふれ
あいを通して、信頼関係を確
立している。

A ・保護者としっかり連携を取ることが必要であるが、実際に合って話す機
会も少なく十分でないと思う。様々な方法で連絡を取り合い、人間関係の
構築に努めたい。

・近所にどんな子が住んでい
るのか知らない人もいるの
で、地域清掃など一緒に活動
していくとよい。

ホームページや「学校だよ
り」「学級だより」等の内容
は適切である。

A

特別支援
教育

コーディネーターを中心に、
特別支援体制を整え、協力し
て支援している。

A

・協力体制ができている。
・支援が必要な児童の共通理解を今後も図りたい。
・教員に対しても、保護者に対しても、専門的な立場からの意見や指導が
あればよい。

学校安全
非常時に適切に対応できるよ
うな訓練や指導ができてい
る。

A
・津波、地震、火事、不審者対応を想定した避難訓練を行った。命に関わ
ることなので非常時にどうすればよいのか普段から指導をしていきたい。

進路指導
将来の夢や希望について、話
したり、考えたりする機会を
設けている。

A
・将来について話す機会が道徳科など限られているため、朝のスピーチで
将来したいことや行きたいところ等話す機会を設けた。

・岩城を誇りに思い、自信を
もってほしい、そのためには
地域の協力が必要である。

基本的な
生活習慣

基本的な生活習慣の育成がで
きている。

A
・挨拶運動を１週間程度、１年を通して取り組んでいる。学校や教室での
挨拶の声がよい児童か増えているが、校外では、課題が見られる。
・教室や表彰朝会での返事がよくなっている。

・登下校の様子を見ていると
安全登校している。あいさつ
には個人差がある。
・地域の高齢者の方が子ども
の名前を知らないから挨拶が
できないのではなかろうか。

進んで気持ちのよいあいさつ
ができている。

A

生徒指導

児童一人一人にアンケートや教
育相談などを実施し、全校職員
が協力して、問題の早期発見・
早期対応が図れている。

A

・毎月１回アンケートを実施、担任が話を聞いたり、職員会で児童の様子
について共通理解を図ったりしている。一人一人と話をする時間がほしい
が難しい。
・ゆっくりと話ができるのでハート相談に行きたがっている児童は多い。

特別活動
学校行事等は、創意工夫を生
かし、充実している。

A
・代表委員会で話合い、昼休みに縦割り班運動会や自慢大会などを今年初
めて行った。児童の自主的な活動となった。

・児童が自信を付けるよう
な取組があるので、参観で
きるようにするといい。

A

学校体育
体育の時間や遊びなどを通し
て、体力づくりを進めてい
る。

A
・陸上部、駅伝部、業間のチャレランやチャレなわが、体力づくりにつな
がっている。

心の教育

望ましい人間関係づくりがで
きている。

A ・本年度は、人権教育の研究会を実施したことで、人権・同和教育の視点
から様々な見直しをすることができた。「よいところみつけ」の掲示物を
リニューアルしたり、全校で仲間づくりゲームなどを通してより絆を深め
る活動ができた。

児童が命の大切さを実感でき
る教育の充実が図れている。

A

人権・同和教育を計画的に実
践している。

学習指導

指導法や指導体制の工夫・改
善に努め、分かる授業づくり
に取り組んでいる。

A
○ＩＣＴの活用(算数の図形、国語のメモ等)で視覚化するなど、全員に分
かる授業を行う。
○教師のスキルアップを目指した研修(授業改善、定着を図る工夫・個々の
つまずきを把握し、そこにアプローチできる指導法等)を行う。
・地域の多くの方が協力してくださり、どの学年も地域学習が充実してい
る。地域の方に、自分が知りたいことを質問することで、自主性を促すこ
とができた。

・地域の伝統文化が消えて
いっているので、子どもたち
に伝えていきたい。

学習の充実のために、自然・
文化・人など、地域の特色を
生かしている。

A

B

○岩城っ子朝会や学年発表会で感想の時間を設け、多くの児童が発表する
ようになったことで、児童の肯定的な回答が増えた。今後も、引き続き取
り組む。
○発表の仕方については、学年に応じた指導していく。

児童は、読書に親しんでい
る。

D

・昨年度は、学年で図書室に行っていが、本年度は、その機会が減ったこ
となどから、児童の「読書をしている」という回答が低かった。しかし、
どの学年も読み聞かせを楽しんでいる。また、授業の中で好きな本を友達
に紹介したり並べたりと、学校司書と連携しながら読書への関心を持たせ
る授業も実践している。朝読書では熱心に本を読んでいる。電子図書もよ
く読んでいる。
○図書室に行く工夫。電子図書や漫画でもよいので本を読むことをすすめ
る。
○ボランティアの協力を得ながら本に興味を持たせる。(低学年月２回高学
年月1から２回、紙芝居１月から開始)読み聞かせの本を図書室に置く。読
書集会を行う。
○学校司書と連携し、各学年に応じた読書活動を行う。
○読書をする時間を作る。引き続き朝の読書タイムを行う。

学力・
学習習慣

確かな学力の定着が定着して
いる。

A

・「学習したことがわかる」と答えた児童が10％増えた。しかし、学習に
不安を感じている児童は昨年とほぼ同じ割合であった。
・学年が上がるにつれ、個々の学力の差が大きくなる。低学年のうちに差
がつかないように学力の定着を図る必要がある。
○学校全体で取り組めるものをICTを活用して行う。(岩城っ子漢字検定・
計算検定など)
○低学年を中心に、希望者が学習できる場を作る。(学習ボランティア)
○考えを書く、感想を書く、漢字を使って文を書くなど書くことにも力を
入れる。
○算数の教科書ＱＲコードを活用した自主勉強の仕方など家庭での学習の
仕方を指導する。

・保育所でも体感がなく座れ
ない子や鉛筆やクレヨンが上
手に持てず、文字を書くこと
が難しい子がいる。

・読書への興味付けが一番
だ。

望ましい学習習慣・学習態度
（家庭学習も含む）を育成し
ている。

B

児童は、発表の仕方が身に付
いている。

今後の改善の方策
（学校関係者評価委員か

教育目標

「夢に向かって　ともに励む
児童の育成」の達成に向け
て、具体的に教育改善してい
る。

A
・各学年の発達段階を踏まえた具体的な取組を話し合って実践していく必
要がある。

令和６年度　岩城小学校　学校関係者評価集計表
結果　：　４＝あてはまる　３＝おおむねあてはまる　２＝どちらかといえばあてはまらない　１＝あてはまらない
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